
令和元年度 亀岡市学校安全対策会議 議事録（要旨） 

 

開催日時 令和２年３月２６日（木） １４：００～１４：３０ 

開催場所 亀岡市役所１階 市民ホール 

協議事項 亀岡市子ども見守りシステムについて 

資料 ・亀岡市子ども見守りシステムについて（資料１） 

・通学路における安全対策の取組について（資料２） 

・令和元年度学校安全対策事業の取組結果について（資料３） 

・令和２年度学校安全対策事業予定について（資料４） 

※事務局からの説明は資料１についてのみ 

会議内容   

事務局   資料１をもとに説明 

 

議長    以上を踏まえ、何か御意見はありますか。 

  

委員    中学生は有料オプションである「自分 DE見守りサービス」 

  を利用できるということですが、見守り端末も有料になるの 

  ですか。 

  

事務局   中学生は有料の「自分 DE見守りサービス」を契約していた 

  だいた場合は、見守り端末を無料で配布させていただきます。 

   端末は小・中学生はすべて無料ですが、消耗品である電池の 

  み交換をしていただかないといけません。また中学生について 

は、初回契約時に、事務手数料が必要となってきます。 

小学生の時に配布した見守り端末を、中学生になっても引き 

  続き有料で使用していただくことは可能です。 

    

議長    皆が同じ見守り端末を持つことになるので、間違えて他人の 

     端末を持つことがないよう、名前を記入する、印をつける等と 

     いった対策をとっていただきます。 

  

委員    小学生は無料、中学生は有料ということですが、この差は 

     何ですか。 

  

事務局   有料サービスについては、保護者が随時、自分の携帯で子ど 

  もの位置情報の履歴を把握できるものですが、無料サービス 

  は保護者が電話で学校や警察署に問い合わせる必要がありま 

  す。 



      中学生は、小学生の問い合わせ型無料サービスの状況を見

て、希望があれば検討していきたいと考えています。 

 

委員    ということは、中学生も無償になる可能性はあるのですか。 

 

事務局   今後の状況を見て、考えていきます。 

 

委員    警察からもお願いということでお話をさせていただきます。 

      全国で子どもが被害者となる事件事故が多発しています。 

      子どもの安全を守るために、どのような対策をとれば良いの

かといったことが喫緊の課題であります。見守りボランティア 

     も登下校時に立っていただいていますが、高齢化や共働き世帯 

     の増加といった要因から、なかなか従来の見守り活動では限界 

     が生じています。今回、子どもの行方不明事案に対して、効果

的に警察活動を行い、地域全体で子どもの安全を確保するため

に、システムの導入に至りました。 

      このシステムが効力を発揮するためには、固定基地局の設置 

     や端末を持ってもらうといった御協力が必要となりますので、 

     子どもの安全を守るために、御協力をよろしくお願いします。 

 

議長    ほかに何か御意見はありますか。 

 

委員    子どもの登下校時の安全をどのように確保するのかという 

     ことは大切なことで、そういった点では、保護者も喜ばれると 

     思います。 

      一方で、費用と手間がどのくらいかかるのかということが課 

     題だと思いますが、今のお話を聞くと、そういった課題もなさ 

     そうですし、本当に良いシステムを導入していただこうとして 

     いると思います。 

 

議長    ほかに何か御意見はありますか。 

 

委員    登下校時、なかなか近くでずっと見守っていることができず 

     地域の見守りボランティアにたいへんお世話になっているな 

     かで、下校時にボランティアが不足していて不安だという声を

聴きます。そういった点において、このシステムが導入されれ

ば、安心できると感じました。 

 

 

 



 

事務局   見守りサービスにつきまして、今後チラシ等で皆様に周知を 

     図り、自治会や各公共施設、地域の皆様に基地局の設置や見守

りアプリの登録などのお願いをさせていただきます。その際

は、御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



亀岡市子ども見守りシステムについて 

IoT を活用した「見守りシステム」の導入 

【亀岡市・京都府警・関西電力の三者協定による協働】 

 

 

１ 現状・課題 

全国で子どもが被害者となる事件・事故が多発（H30.5新潟、R1.5川崎） 

 ①子どもの被害は登下校、特に下校中に集中 

②防犯ボランティアの高齢化や共働き世帯の増加により地域の「目」が減少 

 

 

 

２ 事業内容 

 児童が携帯したＩＣ端末の位置情報を基地局で検知して位置情報履歴を把握 

 保護者も窓口への問合せにより確認可能【窓口：小学校・警察署】 

 有償オプションにより保護者のスマートフォンで確認可能 

 ①捜索・捜査活動による行方不明児童の早期発見 

 ②携帯アプリ（移動基地局）による「ながら見守り」の促進 

 ③位置情報をパトロール、交通取締りに活用 

 

 

 

３ その他 

 警察との連携事業は京都府初 

 市の費用負担は最小限となる 

 中学生については、有償オプションを紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１ 



 



通学路の安全対策の取組について 

 

 

１ 亀岡市通学路交通安全対策プログラムの策定（市ＨＰにて公表） 

  平成 27年 2月 策定 

   対策プログラムの指針 

   ①通学路危険個所整備等の要望及び情報収集  

   ②危険個所等調書の作成、検討 

   ③整備、完結 

   ④対策（ハード対策、ソフト対策） 

 

 

２ 亀岡市通学路交通安全推進会議の設置 

  （目的）プログラムに沿って、児童生徒の通学交通安全を実施 

   ①亀岡市の道路関係、総務関係、教育委員会の３者を１次機関、国・府の関係機関

を２次機関として組織 

   ②計画的に通学路の整備等を図る 

   ③不審者等の防犯対策やセーフコミュニテイやセーフスクールの取組による地元住

民の登下校等の見守りなど 

 

   ○令和元年 5月 31日 亀岡市通学路交通安全推進会議開催 

    ・プログラム対策一覧実施状況の確認、更新 ⇒ 対策一覧市ＨＰにて公開 

 

   ○令和元年 11月 6日 亀岡市通学路交通安全推進会議開催 

    ・プログラム対策一覧実施状況の確認、更新 ⇒ 対策一覧市ＨＰにて公開 

 

   ○令和 2年 1月 7日 合同点検実施 

京都国道事務所、南丹土木事務所、亀岡警察署、市自治防災課、   桂川・

道路整備課、土木管理課、学校教育課 

 

３ 通学路緊急点検等 

   ○令和元年 5月 24日、5月 28日、5月 29日、5月 30日 

    ・大津市において発生した交通事故に伴う通学路における交差点等の危険箇所点

検 

市桂川・道路整備課、土木管理課、学校教育課 

 

 

 

 

資料－２ 



４ 教育委員会の通学安全対策 

   ・通学路安全啓発看板の設置「通学路」、「通学路注意」 

   ・交通安全旗の更新 

   ・新入学児童用黄色い帽子の配布 

   ・自転車通学生徒安全帽の助成 

   ・山間部等児童生徒の送迎スクールバスの運行 

   ・遠距離通学児童生徒交通費の補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校安全対策委員会の開催 

   全ての小・中・義務教育学校において学校安全対策委員会を設置し、地元自治会、ＰＴＡ、

子ども会、青少協ら地域の皆さんに参画願い、子どもたちの安全対策に関する取組を進めてい

る。 

 （１）開催回数  延べ ４５回（１校当たり平均１．７３回） 

 （２）主な協議事項 

・登下校の安全対策について 

・通学路の安全点検について 

・学校の安全対策について 

・安全対策上の諸課題について 

・学校安全対策の計画について 

・校区編成に伴う生徒数増加への対応について 

・安全・防災等に関わる年間計画立案 

・安全対策の意見交流 

 

２ 児童生徒の安全対策 

（１）学校の主な取組 

・毎週水曜日一斉下校実施 

・教職員による学校周辺及び通学路のパトロール活動 

・教職員による登下校時及び自転車通学生への安全指導 

・学校関係者による青色防犯パトロールの実施 

 （２）ＰＴＡ等の協力、連携による取組 

・登下校の見守り活動（登校班見守り活動） 

・地域安全マップの見直し・作成及び各家庭に配布 

・通学路での挨拶運動の実施 

・熊よけ鈴の寄付・配布 

 

（３）安全教育の推進 

内 容 実施学校数（全２５校） 協力団体等 

学校安全教室 ９校 
警察・防推協・学校安全対策協力

員 

不審者侵入想定避難訓練 ８校 警察・学校安全対策協力員・セコ

資料－３ 

令和元年度亀岡市学校安全対策の概要 

亀岡市教育委員会 

（令和２年３月２６日） 



ム 

防犯研修会 １１校 警察・防推協・PTA 

子ども１１０番のいえ確認 １０校 
警察・防推協・自治会・PTA・学

校安全対策協力員 

危険箇所点検 ２４校 警察・防推協・PTA 

薬物乱用防止教室 ２３校 
警察・学校薬剤師・PTA・南丹保

健所 

ネット社会等対応研修会 １９校 
警察・NTT docomo・PTA・e-ネッ

トキャラバン 

交通安全教室 ２３校 警察・防推協・交対協 

非行防止教室 ２４校 警察・学校安全対策協力員 

地震・火災時等避難訓練 ２４校 警察・学校安全対策協力員・消防 

その他（通学自転車点検） １校 警察 

    

 

３ 学校安全対策協力員の配置 

学校施設の防犯体制に万全を期し、児童生徒の安全・安心を確保するため、 

平成１６年度から地域の人材を活用し、各学校に学校安全対策協力員を配置している。 

（１）配置人数  １４０人 小学校（義務教育学校前期課程含む） １０３人 

              中学校（義務教育学校後期課程含む）  ３７人 

                         （令和２年２月末現在） 

（２）主な任務 学校門に常駐し、外来者の受付と案内、校内巡視や声かけ、登下校 

の見守り、不審者の発見、通報等の業務 

 

 

４ 全市一斉「地域子ども出迎えデー」の取組 

平成２０年９月から、毎週水曜日を「地域子ども出迎えデー」としている。この取組は、「子

どもたちの下校時に、家の外で、子どもたちの出迎えや見守りを推進する日」として、できるこ

とから市民に協力を呼びかけている。また｢キラリ☆亀岡おしらせ｣に出迎えデーの活動内容の説

明を掲載し、啓発に努めている。認知度は高いが、仕事などでなかなか参加できないというのが

実状である。犯罪の未然防止や子どもたちの安全確保に効果が表れていると考えているが、今年

度についても、不審者に声を掛けられたり、写真を撮られたりなどの事案も発生している。今後

も定着と更なる拡がりを見せ、安全で安心なまちを形成する必要がある。 

 

 

 

 

 

 



５ 学校安全メールシステム 

 

 （１）登録人数 ５，５７７人（令和 2年 1月末現在） 

（２）メール配信件数  （令和元年度については、2月末現在の配信件数） 

年 度 
メール配信件数 

不審者情報 その他 計 

平成 21年度 １１件 ４件 １５件 

平成 22年度 ２件 １件 ３件 

平成 23年度 ５件 ３件 ８件 

平成 24年度 ５件 ３件 ８件 

平成 25年度 ７件  ７件 

平成 26年度 ８件  ８件 

平成 27年度 １３件  １３件 

平成 28年度 １６件 １件 １７件 

平成 29年度 １１件  １１件 

平成 30年度 ８件 ２件 １０件 

令 

和 

元 

年 

度 

月 不審者情報 概要 その他 計 

4月 ２件 
後を追いかけられた  

写真を撮られた 
 ２件 

 

6月 

 

  

不審電話２件 

３件 
注意喚起１件 

7月   注意喚起２件 ２件 

8月  

 

 

 

注意喚起１件 

３件 事件解決情報１件 

不審電話１件 

9月 １件 下半身露出 不審電話１件 ２件 

10月 １件 声をかけられた 不審電話１件 ２件 

12月 １件 声をかけられた  １件 

1月 １件 写真を撮られた  １件 

   １６件 

  

 

 

 

 

 



６ 緊急連絡体制の整備 

子どもたちの安全を脅かすおそれのある緊急な事件等が発生し、関係する自治会に対して速

やかに伝達する必要がある場合、学校安全メールとは別に、その情報（速報）を関係自治会に

電話連絡を行うこととしている。 

地域内では、その情報や状況に応じて、対応可能な防犯体制の推進に努めていただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和２年度亀岡市学校安全対策事業予定 

 

主な事業（予定） 

事 業 内 容 概  要 

亀岡市学校安全対策会議の開催（継続） 年間１回開催 

各学校安全対策委員会の運営（継続） 
全小・中・義務教育学校で設置 

各校で２～３回開催 

学校安全対策協力員の配置（継続）  

地域子ども出迎えデー（継続） 毎週水曜日 

児童・生徒自身の危機回避能力の養成 

（継続） 

各学校安全教室や不審者侵入想定避

難訓練等の実施 

緊急連絡体制の整備（継続）  

 

 

 

資料－４ 


